
概 要 

 

パラダイス・データーコムの半導体出力増幅器（SSPA）は、過酷な

環境下で安定に動作するよう入念に設計・製造されています。 

 

堅牢な作りでありながら、電力密度は、業界 高を誇っています。 

よって、これまでTWTA（進行波管）の独断上であった用途を、半導

体によって置き換えることを可能にしました。 

● 小型、軽量 

● CE規格準拠 

● 強制空冷内臓 

● RF ゲ イ ン 可 変  55dB—
75dB 

● 過酷に環境下でのテスト 

● RF出力サンプル端子付き 

● メンテナンス・フリー 

● ユ ニ バ ー サ ル 電 源

（AC100V - 265 ） 

● 1:1 リ ダ ン ダ ン ト・コ ン ト

ロール内蔵 

 

オプション 

 

● アンテナ・マウント・キット 

● DC電源（48V DC ） 

● リモート・コントロール・パ

ネル 

● L-Band 入力 

● IFケーブルへのM&S制御信

号従乗(FSK) 

● 位相合成出力システム 

● ワ イ ヤ レ ス 制 御 (  Blue-

tooth ) 

● 低 圧 AC 電 源 動 作

（AC100V） 

● ファイバー・オプテック入力 

● 側面AC電源入力端子（SNG

用途） 

● L-Band バイパス・スイッ

チ 

 

仕 様 
 

● l野外仕様、コンパクト筺体 

  254 ｘ 495 x 165 mm 

      16.4 kgr 

       20.0 kgr （高出力仕様） 

 

● 白色パウダーコート塗装 

 

● 動作温度 -40 ～ +60℃ 

 

特 徴 
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半導体 出力増幅器 

125W コンパクト Kuバンド屋外用SSPA 

アンテナ・マウント1:1 システテム  SNG仕様、側面電源接続 



半導体 出力増幅器 

Ｓ－バンド SSPA 仕 様 

C－バンド SSPA 仕 様 



半導体 出力増幅器 

X－バンド SSPA 仕 様 

Ku－バンド SSPA 仕 様 

オプションナル 周波数帯域 



半導体 出力増幅器 

共 通 電 気 的 仕 様 



半導体 出力増幅器 

L-Band 入力 仕様 
 

パラダイスのC, X, KuバンドSSPAには、L-and入力のブロック・アップコンバーターを内蔵することができます。この

L-Bandユニットは、パラダイス・データーコム独自のZBUCTM技術で作られており、このZBUCTMを搭載した場合、

SSPAのゲインを2-4 dB増加させます。 

 

その他ZBUCTMの特徴 ： 

 

● ZBUCTMは外部基準信号( Ref )を自動検出し、自動的に切り替えます。 

● オプションで高安定度基準信号( 10MHz )を内蔵できます。 

● ZBUCTMは、外部基準信号（Ref ）として、5, 10, 20, ２5、５０ MHzを内部設定の変更なしで使用できます。 

● ZBUCTMの外部基準信号( Ref )は、広い幅のレベルに対応します。(-10 dBm ~ +5ｄBm ) 

● ZBUCTMは、IF信号入力に従乗されたFSK M&Cに対応し、完全はリモートコントロールが可能です。 

可能な周波数構成 

ZBUC付、屋外用コンパクトSSPA電気的仕様 



半導体 出力増幅器 

リモート・コントロール・ニット —  コンパクト屋外用SSPA用イーサーネット・インターフェース 

RCP2-1000は、屋外用コンパクトSSPA用リモートコントロール・ユニットです。 高さは、1RUのキャビネット

寸法しかありませんが、パラダイス・データコムの屋内用ラックマウントガ型と同様のリモート機能を有します。 

 

屋外に設置されるSSPAユニットと、本リモート装置は、RS48で接続され、ユニット内で、イーサーネットを含んだ

幾種類かのインターフェースに変換されます。以下をご参照ください。 

 

● RS232 または、アドレッサブルRS485。 

● ディスクリート（パラレル）インターフェース － Form C 出力接点、オプト・アイソレート入力。 

● イーサーネット ー UDP, SNMP, インターネットWEBブラウザー対応。 

● 全面パネルLCDメニューによるLOCAL（手動）操作。 

オプトファイバー・インターフェース 

 
パラダイス・データコムは、屋外用コンパクトSSPAと屋内用ラックマウンタブル・オプトファイバーーL-bandトラ

ンシーバー・ユニット(RCPF-1000)を接続するオプトファイバー・コンバーター・モデュール(OFM-1000)を用意

しております。 

 

屋内用ラックマウンタブル・オプトファイバーーL-bandトランシーバー・ユニットは、モデムの近くに、オプトファ

イバー・コンバーター・モデュールは、屋外SSPAの近くに設置し、その間をオプトファイバーで接続します。 

 

パラダイス・データコムのオプトファイバー製品の特徴は、L-BandのIFL信号のみならず、１０MHｚのレファレンス

信号、リモート制御のためのFSK信号も伝送できる点にあります。従って、パラダイス・データコムのPD25 L-Band 

モデムと併用すると、ベースバンドを光学（オプト）に直接インターフェースできます。 

 

オプト・ファイバーを使用すると、IFLを１Km以上伸ばすことができますし、L-Bandの干渉が想定される環境下での

使用に適します。 



半導体 出力増幅器 

屋外用コンパクト

SSPA標準寸法図 

電 気 的  環 境 的  仕 様 



半導体 出力増幅器 

例 ：７0W, エクステンデッド Ku バンド、屋外用コンパクトSSPA、48VDC入力、ブロック 

   ・アップコンバーター無し       製品番号 

製品番号 構 成 
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